
【テーマ】 いま、なぜ「念仏」なのか 
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今年度の伝道研修会では、すべての真宗の仏事に通底する「念仏」について、改めてたず

ねてまいります。 

慶讃法要のテーマの冒頭には「南無阿弥陀仏」と書かれ、人と生まれたことの意味をたず

ねていこうと続きますが、どうしてまず南無阿弥陀仏なのでしょう。私たちはなぜ念仏申す

べきなのでしょうか。ウクライナでの終わらない戦争を対岸に眺めながら、望んでいるのか

わからないまま、私たちもまた次の戦争へ近づいています。わずか数十年前、宗門は浄土往

生や自力無効を説いて積極的に国家による戦争を推し進めた歴史があり、僧侶は仏教や真宗

の教えに立って戦争を支持しました。いま戦争になれば私たちはどう振る舞うのでしょう？ 

戦争によって国家が人と生まれた意味や意義を顕彰してきた歴史と、衆生が如来の本願に

よって浄土に生まれていくいのちの歴史は、私たちに何を問いかけているでしょうか。 

いま、なぜ念仏か。何に応えて浄土が説かれているのか。ともにたずねたいと思います。 

 

開催日時 2023 年 5 月 2 日（火）13 時 30 分 ～ 
 

会    場 岡崎教区会館 2 階 大ホール 
 

講    師 佐野
さ の

 明弘
あきひろ

 氏（石川県加賀市光闡坊住持） 

※ 第 2 回は、講師に会場へお越しいただき、聴講いたします。 

※ 講師のプロフィールは裏面をご参照ください。 

 

対    象 どなたでもご参加いただけます 
 

持 ち 物 真宗聖典、間衣、輪袈裟、略念珠、筆記用具 

※ 日程中は、間衣・輪袈裟・略念珠をご着用ください。 

 

参 加 費 無 料（事前の申し込みが必要です） 

※ 詳細は裏面をご参照ください。 

 

そ の 他 教師陞補対象研修 

2022 年度 岡崎教区 



：岡崎教務所（担当：寺西・安井） 

〒444-0031  愛知県岡崎市梅園町 1-1-2 

TEL：0564-22-2136 ／  FAX：0564-22-6472 

E-mail：okazaki@higashihonganji.or.jp 

 

申し込み ①左のQRコードを読み取り、必要事項をご記入ください。 

（教区 HP の「お知らせ」からもアクセス可能です） 

②教務所窓口、電話、メールでもお申込みいただけます。 

（その際は、組・所属寺院・氏名をお伝えください） 

③開催前日の 5 月 1 日（月）までにお申し込みください。 
 

 

○講師プロフィール 

 

佐野
さ の

 明弘
あきひろ

 氏 

195８年生まれ。22 歳で仏門に入り、6 年あまり禅宗僧侶として学ぶ。その後、 

35 歳で真宗大谷派の僧侶に転ずる。現在、石川県加賀市蓮如上人御旧跡光闡坊住持。 

アレン・ネルソン平和プロジェクト代表。放射能測定室こうせんぼう代表。 

 

 

○日 程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 第 1 回は、講師とオンラインで中継し、会場で聴講いたしました。 

※ 第 2 回は、講師に会場へお越しいただき、聴講いたします。 

※ 日程・開催形態等は変更となる場合もございますので、ご了承ください。 

 

 

【第 2 回】5 月 2 日（火） 

 

13：00 ～ 受付開始 

13：30 ～ 開 会 

13：50 ～ 講 義 

15：05 ～ 休 憩 

 15：15 ～ 班別座談 

16：15 ～ 休 憩 

16：30 ～ 質疑応答 

17：00 ～ まとめの講義 

17：30 ～ 閉 会 


